
（別記） 

令和５年度南部町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

当地域は、全水田面積 1,039ha（令和 5年 3月末現在）のうち、主食用米の作付面積の

割合が約 60%、転作作物の作付面積の割合が約 14％となっており、転作作物の作付面積

のうち約 10％でニンニク、ネギ、えだまめなどをはじめとする高収益作物の作付が行わ

れ、果樹を中心とした野菜、水稲との複合経営が主体となっている。 

平坦地では、ほ場整備済みの大区画水田もあり、担い手への土地利用集積・土地利用型

作物への取組による低コスト・省力型の水田農業経営の確立が期待されるが、山間部は湿

田が多く、ほ場区画も小さいため、水稲を農業経営の中心としている農家は少なく、農業

労働力の減少、高齢化の進行や安心・安全を求める消費者ニーズの対応等の課題を抱えて

いる。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 農業協同組合や関係機関と連携し、当町の水田環境に適した高収益作物を選定すると

ともに、低コスト生産技術の導入・普及、農地の集積・集約化、作付けの団地化等を図り

ながら産地化に向けた取組を推進する。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

水稲を組み入れない作付体系が数年以上定着し、畑作物のみを生産し続けている水田や

今後も水稲が作付される見込みがない水田については、畑地化支援の活用を促していく。 

 なお、令和４年度は畑地化支援事業の対象となりうる農地の所有者に対し周知及び要望

調査を行ったものの、要件に該当する要望等はなかった。 

令和５年度は令和４年度の状況を踏まえたうえで、水田の現地確認の際に農地の現況を

把握し、畑地化支援の対象となり得る農地については、農地の所有者（４年度に周知した

農業者も含む）に対して周知を行い、令和６年度以降の推進を目指す。 

 また、新型コロナウイルス等の影響による需要の減少により、価格下落の傾向が強い主

食用水稲から、現状等地域における取組はないものの、安定した需要のある小麦や大豆等

の作物とのブロックローテーション体系を構築するため、令和５年度は水田活用に係る各

種交付金や、交付金の対象水田に係る要件についての周知を強化する。 

 町の人・農地プランにより挙げられている担い手（今後地域の中心となる経営体）に対

し、畑地化を含めた水田活用に係る交付金事業について関係機関と連携しながら周知を行

い、担い手の所得向上につなげるとともに、農地集積・集約化を促進し耕作放棄水田の削

減に向けた取り組みを推進する。 

  

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

前年の需要動向や集荷業者等の意向を勘案しつつ、米の生産を行う。また、中食・ 

外食のニーズに対応した業務用米の生産と安定取引の推進を図る。 

（２）備蓄米 



備蓄米については、主食用米に代わる安定した生産が可能な作物として、県集

荷組合と連携を図りながら、落札状況等を勘案しつつ推進する。

（３）非主食用米

  ア 飼料用米

飼料用米の生産拡大にあたっては、農業者と畜産農家及び飼料会社等との連携

を図り、需要に応じた生産を行うとともに、県設定の産地交付金を活用した多収

品種や多肥栽培の導入推進により拡大を図る。

また、地域設定の産地交付金を活用し、生産ほ場で生産した稲わらを飼料（エ

サ）として需要者（畜産農家）へ供給することにより、飼料自給率の向上を図る取

組を推進する。

  イ 米粉用米

取組なし

ウ 新市場開拓用米

    取組なし

  エ WCS 用稲

    取組なし

  オ 加工用米

    取組なし

（４）麦、大豆、飼料作物

   取組なし

（５）そば、なたね

取組なし

（６）地力増進作物

   取組なし

（７）高収益作物

野菜については、農協への出荷のほか、町営の卸売市場への出荷や町内各地区にあ

る産地直売施設で販売している農家も多く、農家の収入源となっており、米と野菜を

合理的に組み合わせ所得の向上を図っていくため、高収益な野菜栽培、気象条件を踏

まえた適地適作を基本に、各地区で生産・販売されている実需者及び消費者ニーズに

即した野菜（「ねぎ」、「トマト」、「ミニトマト」、「えだまめ」、「かぼちゃ」、「ニンニ

ク」、「食用菊」、「そらまめ」、「さやえんどう」、「さやいんげん」、「きゅうり」、「な

す」、「ピーマン」、「たまねぎ」、「メロン」、「キャベツ」、「ほうれんそう」、「だいこ

ん」、「にんじん」、「とうもろこし」、「しそ」、「ばれいしょ」、「こかぶ」、「種苗」、「小

豆」計 25 品目）を高収益作物として本作化させ、地域設定の産地交付金を活用し

て、栽培面積を拡大する。



５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ７ 産地交付金の活用方法の概要

別紙のとおり



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

624.7 0 610 0 601 0

11.3 0 20 0 25 0

35.7 0 36 0 36 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

3.1 0 3.1 0 3.1 0

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

31.9 0 35.6 0 37.6 0

・野菜 12.9 0 16 0 18 0

・花き・花木 0.8 0 0.8 0 0.8 0

・果樹 17.6 0 17.6 0 17.6 0

・その他の高収益作物 0.6 0 1.2 0 1.2 0

0 0 0 0 0 0

・景観作物等 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和5年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

（令和4年度）13.2ha （令和5年度）17.2ha

（令和4年度）15.4ha

（令和4年度）43％

（令和5年度）20.8ha

（令和5年度）58％
2

稲わら利用助成
（耕畜連携）

わら利用取組面積

飼料用米の作付面積の
うち、わら利用取組面
積の割合

飼料用米の生産ほ場の
稲わら（基幹作物）

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1

野菜及びその他作物
（基幹作物）（別表１
「助成対象作物一覧の
とおり）

高収益作物助成 作付面積



７　産地交付金の活用方法の概要

協議会名：南部町農業再生協議会

1 高収益作物助成 1 6,300
野菜及びその他作物（基幹作
物）（別表１「助成対象作物一覧
のとおり）

実需者等へ出荷・販売を行うこと
（作付け面積に応じて支援）

2 稲わら利用助成（耕畜連携） 3 6,300
飼料用米の生産ほ場の稲わら

（基幹作物）

利用供給協定に基づき実施する飼料用米生産
ほ場の稲わら利用の取組であり、次の全ての
事項を満たしていること。
①当年産において、飼料用米の作付が行われ
る水田であること。
②そのわらが確実に飼料として利用される稲の
作付であること。
③刈取り時期が出穂期以降で利用供給協定に
定める時期としていること。
④新規需要米取組計画の認定を受けているこ
と。
⑤別表２の生産性向上等技術のうち一つ以上
の取組を行うこと。ただし、県設定と重複助成を
受ける場合は、異なる取り組みを行うこと。
（作付け面積に応じて支援）

都道府県名：青森県

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等

※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくださ
い。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



別表１
助成対象作物一覧

１． ねぎ
２． トマト
３． ミニトマト
４． えだまめ
５． かぼちゃ
６． ニンニク
７． 食用菊
８． そらまめ
９． さやえんどう（スナップエンドウ）

１０． さやいんげん
１１． きゅうり
１２． なす
１３． ピーマン
１４． たまねぎ
１５． メロン
１６． キャベツ
１７． ほうれんそう
１８． だいこん
１９． にんじん
２０． とうもろこし
２１． しそ
２２． ばれいしょ
２３． こかぶ
２４． 種苗（別紙、種苗内訳表の野菜苗及び花き苗）
２５． 小豆

（以上２５品目）



別表１－別紙
種苗内訳表

整理番号

１． ねぎ マリーゴールド

２． きゅうり ペチュニア

３． なす

４． トマト

５． ピーマン

６． キャベツ

７． カリフラワー

８． メロン

９． とうもろこし

１０． ツルムラサキ

１１． なんばん

１２． モロヘイヤ

１３． すいか

１４． カボチャ

※上記品目以外の種苗については、地域協議会で確認して判断する。

野菜苗 花き苗



 6　自動水管理装置の利用 装置の写真 －

 7　乳苗移植栽培 作業日誌 育苗・移植作業の省力化

 8  代かき同時移植栽培
機械作業の写真 又は 作業
日誌

育苗・移植作業の省力化

 9　無代かき移植栽培
機械作業の写真 又は 作業
日誌

育苗・移植作業の省力化

10　籾がら成型マットの活
用

購入伝票 育苗・移植作業の省力化

12　プール育苗 育苗施設の写真 育苗・移植作業の省力化

14　流し込み施肥
処理時の写真 又は作業日
誌

肥料の低減化

15　農薬の苗箱播種同時処
理

機械作業の写真 又は 作業
日誌

農薬の低減化

16　多肥栽培 作業日誌 生産コスト削減

17　農薬の田植え同時処理
機械作業の写真 又は 作業
日誌

農薬の低減化

18  密播(密苗) 作業日誌 生産コスト低減

※2対象面積は、飼料用米等作付面積の範囲内で当該技術を導入した面積とする。

11　水耕ロングマット育苗
育苗施設の写真、必要資材
の購入伝票 又は 機械作業
の写真

育苗・移植作業の省力化

13　効率的施肥管理（側条
施肥、低成分肥料の施肥
等）

機械作業の写真または資材
購入伝票並びに作業日誌作
業日誌

肥料の低減化

 5　高度施肥管理（土壌診
断・葉色診断に基づく施肥
管理等）

作業日誌 又は 診断結果 肥料の低減化

※1技術の概要に記載のない技術については、青森県稲作改善指導要領等によるものとする。

 3　疎植栽培

・青森県稲作改善指導要領
の地帯別栽培指標の栽植株
数以下の株数（当該指標の
栽植株数の半分を下限とす
る）であること。

作業日誌 又は 確認野帳 疎植栽培

 4　不耕起田植え技術
機械作業の写真 又は 作業
日誌

不耕起栽培

 1　温湯種子消毒による薬
剤費の削減

作業日誌等 又は 温湯種子
消毒器の写真

農薬の低減化

 2　直播栽培
作業日誌又は水稲共済の加
入データ

直播栽培

別表２　飼料用米の生産性向上等に関するメニューの技術要件と確認資料一覧表

技術名 技術の概要 確認資料等
（参考）

取組の分類


